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社
会
保
険
未
加
入
問
題
が

最
終
年
度
を
む
か
え
た
昨

年
、
事
業
所
の
保
険
適
用
の

相
談
窓
口
と
し
て
、
ま
た
雇

用
関
係
か
ら
外
れ
た
一
人
親

方
等
個
人
事
業
主
を
支
え
る

組
合
と
し
て
、
東
京
土
建
が

存
在
感
を
示
し
ま
し
た
。「
土

建
国
保
」
や
「
労
働
保
険
」

を
中
心
と
す
る
組
合
の
制
度

利
用
の
ほ
か
、
請
求
運
動
や

職
業
病
対
策
、
税
金
相
談
や

仕
事
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
つ
く

り
な
ど
、
様
々
な
運
動
の
な

か
で
組
織
を
大
き
く
し
、
練

馬
支
部
は
6
年
連
続
と
な
る

組
織
実
増
を
達
成
し
ま
し

た
。

そ
し
て
今
年
、
群
の
活
性

化
を
中
心
と
す
る
「
組
織
強

化
」
と
「
事
業
所
対
策
」
の

2
つ
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
拡

大
運
動
の
新
た
な
発
展
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
ま
さ
に

最
終
盤
を
む
か
え
る
「
春
の

拡
大
月
間
」
の
取
り
組
み
で

は
、
町
場
の
役
員
中
心
の
拡

大
か
ら
、
少
し
づ
つ
参
加
者

を
広
げ
、
特
に
昨
年
多
く
の

新
た
な
仲
間
を
む
か
え
た
事

業
所
の
参
加
に
よ
っ
て
、
ま

た
新
た
な
未
加
入
者
の
発
見

に
つ
な
が
る
経
験
が
う
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
春
配
布
さ

れ
て
い
る
、
事
業
所
保
管
用

の「
組
合
メ
リ
ッ
ト
集
」は
、

事
業
主
だ
け
で
な
く
従
業
員

の
誰
も
が
�
お
得
�
に
受
け

ら
れ
る
組
合
の
制
度
を
紹
介

し
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
対
話

を
す
す
め
る
運
動
を
通
じ

て
、
分
会
と
事
業
所
の
、
同

じ
分
会
の
仲
間
と
し
て
の
絆

が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
や

練
馬
支
部
7
、
0
0
0
人
組

織
の
う
ち
約
半
数
は
事
業
所

に
属
す
る
仲
間
で
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。
組
合
の
魅
力
あ

ふ
れ
る
制
度
を
維
持
し
発
展

さ
せ
る
た
め
に
も
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
通
じ
た
組
織

強
化
を
す
す
め
、
分
会
も
事

業
所
も
一
体
と
な
っ
て
運
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
春
の
拡
大
月
間
は
最
終

盤
！
各
分
会
の
目
標
達
成
に

む
け
て
、
最
後
ま
で
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

春
の
拡
大
月
間
で
は
、
各

分
会
で
様
々
な
行
動
が
取
組

ま
れ
、
多
く
の
新
た
な
仲
間

を
迎
え
て
い
ま
す
。
土
支
田

分
会
で
は
、
春
の
拡
大
月
間

に
分
会
6
役
を
中
心
と
し
た

仲
間
で
取
組
み
、
多
く
の
成

果
を
生
ん
で
い
ま
す
。
土
支

田
分
会
は
、
春
の
拡
大
月
間

目
標
が
14
人
と
非
常
に
大
き

な
目
標
に
取
組
ん
で
お
り
、

ひ
と
つ
づ
つ
対
象
者
を
上

げ
、
確
実
に
成
果
を
積
み
上

げ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
成
果
9
人
（
5

／
23
時
点
）
と
達
成
が
具
体

的
に
見
え
る
所
ま
で
来
て
い

ま
す
。
土
支
田
分
会
の
行
動

は
、
男
性
チ
ー
ム
が
仲
間
へ

の
訪
問
行
動
に
取
組
み
、
主

婦
の
会
の
み
な
さ
ん
が
、
分

会
セ
ン
タ
ー
に
て
情
報
の
分

析
と
戻
っ
た
男
性
チ
ー
ム
へ

の
慰
労
の
お
茶
菓
子
を
準
備

な
ど
み
ん
な
仲
良
く
取
組
ん

で
い
ま
す
。

取
材
に
伺
っ
た
日
は
、
土

支
田
分
会
の
昼
行
動
に
お
邪

魔
し
、
総
勢
10
名
に
て
訪
問

行
動
に
取
組
ん
で
、
仲
間
の

つ
な
が
り
か
ら
1
名
の
加
入

成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
で
新
た
な
仲
間
も

迎
え
、
今
後
も
ど
ん
ど
ん
成

果
を
積
み
上
げ
る
ぞ
と
分
会

の
仲
間
の
み
な
さ
ん
は
、
大

盛
り
上
が
り
で
し
た
。

土
支
田
分
会
は
、
組
合
も

主
婦
の
会
も
み
ん
な
仲
良

く
、
に
ぎ
や
か
に
組
合
活
動

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

第
67
回
大
手
企
業
交
渉
が

行
わ
れ
、
練
馬
支
部
は
4
月

20
日
に
安
藤
ハ
ザ
マ
へ
5
人

で
行
き
ま
し
た
。
賃
金
調
査

（
別
表
）
は
、
か
な
り
実
態

と
異
な
っ
て
い
ま
す
。
1
次

よ
り
2
次
、
2
次
よ
り
3
次

の
方
が
賃
金
が
高
い
職
種
も

あ
り
ま
し
た
。こ
の
原
因
は
、

安
藤
ハ
ザ
マ
が
1
次
下
請
け

に
メ
ー
ル
で
丸
投
げ
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
原
因
で
し
た
。

次
回
は
、
安
藤
ハ
ザ
マ
が
直

接
労
働
者
か
ら
聞
き
取
る
約

束
を
し
ま
し
た
。

1
か
月
間
の
賃
金
調
査
の

人
数
が
3
、
9
1
7
人
も
い

る
の
に
、
建
退
共
の
半
年
の

証
紙
貼
付
枚
数
が
1
3
、
3

5
5
枚
し
か
な
い
こ
と
を
追

及
す
る
と
「
新
規
入
場
教
育

で
説
明
し
て
い
る
」
な
ど
、

言
い
訳
ば
か
り
で
し
た
。
ま

た
組
合
員
さ
ん
か
ら
の
情
報

の
「
現
場
が
汚
い
、
現
場
管

理
が
ず
さ
ん
」
を
追
及
す
る

と
、
「
私
が
行
っ
た
現
場
で

も
ひ
ど
い
現
場
が
あ
り
、
反

省
す
る
。
き
ち
ん
と
指
導
す

る
」と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

小
さ
な
こ
と
で
も
現
場
情
報

は
重
要
で
す
。
組
合
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

変な賃金調査結果

相場より高すぎる賃金

平均年齢と平均経験がおかしい調査結果

平均賃金

18，600円

18，900円

19，200円

平均賃金

19，000円

18，700円

23，000円

鉄筋

1次

2次

3次

型枠大工

1次

2次

3次

疑問点

平均16歳から就労？

平均15．5歳から就労？

平均経験

24．0年

20．8年

平均年齢

40．0歳

36．3歳

職種

鉄筋

鉄骨

日額

最低額

23，000円

18，750円

最高額

47，000円

31，750円

職種

造作大工

とび

春
の
拡
大
月
間
は
み
ん
な
の
力
を
結
集
さ
せ
て

�
春
の
拡
大
月
間
�は
み
ん
な
の
力
を
結
集
さ
せ
て

各
分
会
で
大
奮
闘

仲
間
を
増
や
す
ぞ
春
の
拡
大
月
間

第
６７
回
大
手
企
業
交
渉

第
６７
回
大
手
企
業
交
渉

練
馬
支
部
は
安
藤
ハ
ザ
マ
へ

練
馬
支
部
は
安
藤
ハ
ザ
マ
へ

土支田分会のみなさん
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5
月
1
日
、
日
差
し
が
強

く
汗
ば
む
陽
気
の
中
、
代
々

木
公
園
に
て
「
第
89
回
中
央

メ
ー
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、

練
馬
支
部
か
ら
は
昨
年
を
上

回
る
1
7
5
人
の
仲
間
が
参

加
し
ま
し
た（
全
体
2
8
、0

0
0
人
）
。

今
年
は
「
働
く
も
の
の
団

結
で
生
活
と
権
利
を
守
り
、

平
和
と
民
主
主
義
、
中
立
の

日
本
を
め
ざ
そ
う
」
を
基
本

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
式
典
で
は

「
憲
法
9
条
改
憲
反
対
」「
最

賃
1
5
0
0
円
の
早
期
実

現
」
や
い
わ
ゆ
る
「
働
か
せ

改
革
の
廃
案
」
な
ど
、
労
働

者
の
権
利
、
生
き
る
権
利
に

基
い
て
よ
び
か
け
、
訴
え
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

海海賊賊船船とと隊隊列列がが一一体体ととななっってて

「
メ
ー
デ
ー
出
し
も
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
今
回

27
年
ぶ
り
に「
最
優
秀
賞
」

を
受
賞
で
き
ま
し
た
こ

と
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
、

青
年
部
の
大
き
な
自
信
と

な
り
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
製
作
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご

支
援
・
ご
協
力
の
お
か
げ

で
、
素
晴
ら
し
い
「
海
賊

船
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
デ
モ
行

進
の
隊
列
に
参
加
さ
れ
た

方
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
長
さ
30
ｍ
の
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
頭
の
上
に
掲
げ

て
も
ら
い
、
海
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

の
上
に
は
「
仕
事
に
8
時

間
、
休
息
に
8
時
間
、
や

り
た
い
こ
と
に
8
時
間
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
、

海
賊
船
が
通
っ
た
跡
の
白

波
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
ま
し

た
。ま

た
、
隊
列
の
方
に
は

ぶ
っ
つ
け
本
番
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
海
賊
船
と
隊
列

が
一
体
感
を
持
ち
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
と
い

う
、
素
晴
ら
し
い
一
つ
の

作
品
に
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
の
「
90
回
中
央
メ

ー
デ
ー
」
も
、
皆
さ
ん
で

協
力
し
合
い
、
コ
ン
ク
ー

ル
で
「
最
優
秀
賞
」
受
賞

を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す

！
式
典
後
の
デ
モ
行
進
で

は
、
中
央
メ
ー
デ
ー
参
加
の

21
支
部
で
「
メ
ー
デ
ー
出
し

物
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
練
馬
支
部
は
昨
年

に
引
き
続
い
て
、
「
8
時
間

は
仕
事
の
た
め
に
、
8
時
間

は
休
息
の
た
め
に
、
そ
し
て

残
り
の
8
時
間
は
、
好
き
な

こ
と
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
、
青
年
部
と
メ
ー
デ
ー
実

行
委
員
、
有
志
の
仲
間
が
団

結
し
て
「
時
間
の
海
」
を
航

海
す
る
海
賊
船
を
製
作
し
ま

し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
地
点

前
後
で
は
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
隊
列
で
一
体
感
を
持
っ

た
表
現
を
目
指
し
、
海
賊
船

の
航
跡
と
し
て
「
仕
事
に
8

時
間
、
休
息
に
8
時
間
、
や

り
た
い
こ
と
に
8
時
間
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
上
に
表
現
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
と
と
も
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
審
査
員
を
は
じ
め
、
デ

モ
行
進
を
見
守
る
沿
道
の
方

か
ら
驚
嘆
の
声
が
あ
が
り
、

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
と
も

に
、
伝
え
た
か
っ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
、
長
い
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
を
広
げ
て
の
行
進
と
い
う

初
め
て
の
取
り
組
み
の
中
、

残
念
な
が
ら
転
倒
し
け
が
を

さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
、
デ
モ

行
進
時
の
安
全
面
の
確
保
と

配
慮
に
つ
い
て
の
重
要
性
を

認
識
し
、
今
後
へ
の
大
き
な

課
題
、教
訓
と
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
の
外
苑
前
交
差
点

ま
で
は
、
参
加
者
全
員
で
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
続

け
、
デ
モ
行
進
で
の
ア
ピ
ー

ル
を
続
け
ま
し
た
。
練
馬
支

部
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

第
62
回
メ
ー
デ
ー
以
来
27
年

ぶ
り
と
な
る
「
最
優
秀
賞
」

受
賞
し
、
優
秀
賞
で
終
わ
っ

た
前
回
の
雪
辱
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
製
作
に
携
わ
っ
た

青
年
部
、
メ
ー
デ
ー
実
行
委

員
、
そ
し
て
有
志
の
方
々
、

ま
た
、
メ
ー
デ
ー
当
日
の
集

会
・
デ
モ
行
進
に
参
加
さ
れ

た
す
べ
て
の
仲
間
の
皆
さ
ん

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

新島秀成
青年部長

5、6月は火災共済・地震共済推進月間です。
火災共済・地震共済は組合員なら誰でも加入出来

ます。万が一の災害時に住宅や家財を守る為、保障
制度の見直しをしてみてはいかがでしょうか。
火災共済・地震共済は生活の再建を目的としたも

ので、民間の火災・地震保険と比べても非常に安い
掛け金でおすすめです。
火災や地震だけではなく、降雪・台風、落雷とい

った自然災害にも対応。また漏水・床上浸水や車の
衝突に対しても保障があります。

（例）火災共済
年間掛金 3，000円で最高500万円保障

6，000円で最高1，000万円保障
（例）地震共済（火災共済加入してる事が条件です）
年間掛金 36，000円で最高6，000円保障

（住宅・家財合わせて）

＊加入条件・加入口数によって給付金額変わります。
詳しくは支部窓口へお越しください。

さあ声を上げよう

労働者の団結で
生活と権利を守ろう！

労働者の団結で
生活と権利を守ろう！

最優秀賞を受賞最優秀賞を受賞

第89回中央メーデー開催第89回中央メーデー開催

27年ぶりの快挙！27年ぶりの快挙！
練馬支部が練馬支部が

青
年
部
長
あ
い
さ
つ

青
年
部
長
あ
い
さ
つ

春の共済推進月間春の共済推進月間
万一に備えて万一に備えて
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平
和
台
、
練
馬
、
大
泉
、

光
が
丘
の
4
ヵ
所
か
ら
出
発

し
た
パ
レ
ー
ド
隊
は
、
区
民

に
私
達
の
要
求
を
訴
え
、
沿

道
か
ら
の
期
待
や
声
援
を
受

け
な
が
ら
、
約
1
時
間
強
の

コ
ー
ス
を
歩
き
と
お
し
ま
し

た
。
各
分
会
の
仮
装
は
甲
乙

つ
け
が
た
く
、
実
行
委
員
会

で
表
彰
を
選
出
す
る
の
に
大

変
悩
み
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

表
彰
は
東
京
土
建
が
独
占
し

ま
し
た
。
参
加
し
て
い
る
他

団
体
か
ら
は
「
さ
す
が
東
京

土
建
さ
ん
だ
」
と
誰
も
が
う

な
ず
き
ま
し
た
。
終
結
集
会

開
催
前
に
は
、
参
加
し
た
28

人
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

た
ち
に
壇
上
に
あ
が
っ
て
紹

介
と
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

集
会
で
は
、
各
団
体
か
ら
の

ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
、
東
京
土

建
は
福
岡
委
員
長
よ
り
「
地

域
住
民
と
取
り
組
む
防
災
活

動
や
住
宅
デ
ー
、
憲
法
改
悪

反
対
の
三
千
万
人
署
名
、
国

や
企
業
を
相
手
に
責
任
を
取

ら
せ
る
た
め
の
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
、
私
達
の
暮
ら
し
と
営

業
を
破
壊
す
る
消
費
税
増
税

反
対
」
等
の
取
り
組
み
を
訴

え
ま
し
た
。

憲法改悪反対を訴えた貫井分会

6月10日、第41回「春の住宅デ

ー」が区内26会場で開催されます。

住宅デーは、分会が主体となって、

組合員同士、組合と地域の交流を

深めながら、組合員の仕事確保に

もつなげていく東京土建の一大イ

ベントです。

今年も、各分会で、模擬店や包

丁研ぎ、防災企画や子ども木工教

室、無料住宅相談などの企画が計

画されています。また、町会（地

域防災会）やさまざまな地域団体

との協力もすすんでいます。

各会場（分会）の企画は、分会

紙や分会の「住宅デー」ちらしを

ご御覧ください。多くの組合員・

家族の参加で「住宅デー」を成功

させましょう。

昨年の様子

おもいおもいの仮装で行進！

4
月
26
・
27
日
の
2
日
間

に
わ
た
り「
群
三
役
学
習
会
」

を
分
会
毎
に
開
催
、
群
・
分

会
役
員
を
中
心
に
3
0
2
人

の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
東
京
土
建
の
最
大
の

「
肝
」
と
な
る
「
群
会
議
の

活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
支

部
四
役
・
常
任
、
書
記
局
を

講
師
に
、
講
義
「
群
会
議
の

成
功
に
む
け
て
」
と
各
群
経

験
交
流
の
座
談
会
を
行
い
ま

し
た
。

座
談
会
で
は
、
設
定
さ
れ

た
三
つ
の
質
問
項
目
「
群
会

議
の
参
加
者
確
保
に
つ
い

て
」
「
『
群
の
仲
間
』
の
読

み
合
わ
せ
に
つ
い
て
」
「
全

群
で
群
会
議
を
成
功
さ
せ
る

に
は
」
に
つ
い
て
、
座
長
で

あ
る
分
会
長
が
参
加
者
全
員

が
発
言
で
き
る
よ
う
運
営
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
い
っ
せ

い
に
集
ま
ら
な
い
」
「
ど
う

し
て
も
集
金
が
優
先
と
な
っ

て
し
ま
う
」
等
の
苦
労
さ
れ

て
い
る
点
や
、
「
分
会
執
行

委
員
会
で
各
群
長
、
会
計
さ

ん
に
『
群
の
仲
間
』
を
把
握

し
て
も
ら
い
、
組
合
員
が
多

く
集
ま
っ
て
か
ら
群
会
議
を

行
う
よ
う
に
す
る
」
と
い
っ

た
群
会
議
成
功
に
向
け
た
取

り
組
み
方
等
、多
く
の
意
見
、

課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

群
会
議
は
、
多
く
の
組
合

員
に
と
っ
て
「
組
合
と
の
唯

一
の
接
点
」
で
す
。
群
会
議

で
暮
ら
し
と
仕
事
の
悩
み
や

要
求
を
出
し
合
う
こ
と
は
、

組
合
員
一
人
一
人
の
仲
間
が

組
合
運
動
に
参
加
す
る
「
原

点
」
と
な
り
ま
す
。
新
加
入

の
仲
間
を
迎
え
た
と
き
は

「
助
け
合
い
の
輪
」
を
つ
く

り
、
群
会
議
の
参
加
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治
ををををををををををををををををををををををををををを
許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許
さささささささささささささささささささささささささささ
ななななななななななななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直
ししししししししししししししししししししししししししし
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
こここここここここここここここここここここここここここ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治
ををををををををををををををををををををををををををを
許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許
さささささささささささささささささささささささささささ
ななななななななななななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直
ししししししししししししししししししししししししししし
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
こここここここここここここここここここここここここここ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

群
三
役
学
習
会

開
催

群
三
役
学
習
会

開
催

群会議のさらなる
活性化を！

４
月
２２
日
の
季
節
外
れ
の
大
変
暑
い
中
、
全
体
で
２０
団

体
５
０
０
人
、
練
馬
支
部
か
ら
は
多
く
の
子
ど
も
を
含
む

３
５
３
人
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

仮装表彰は
東京土建が独占！

第41回「春の住宅デー」第41回「春の住宅デー」
多くの組合員・家族の参加で成功させよう!!
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頭
の
体
操
と
思
い
パ
ズ
ル

を
解
い
て
み
た
が
結
構
大
変

で
し
た
が
、
楽
し
い
時
間
が

過
ご
せ
ま
し
た
。（
豊
玉
分
会

大
渕
一
夫
）
〔
楽
し
ん
で

も
ら
え
嬉
し
い
で
す
。
今
月

も
工
夫
し
た
問
題
な
の
で
、

是
非
挑
戦
下
さ
い
。
編
集
〕

紫
外
線
が
怖
い
季
節
に
な

っ
て
き
ま
し
た
!!
（
春
日
分

会

小
玉
祥
子
）
〔
松
崎
シ

ゲ
ル
さ
ん
の
様
に
真
っ
黒
に

な
る
と
い
い
で
す
ね
!!
編

集
〕分

会
で
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
を

設
立
し
ま
し
た
。
是
非
皆
さ

ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。（
上

石
神
井
分
会

岡
上
照
夫
）

〔
み
ん
な
で
や
る
ゴ
ル
フ
は
、

楽
し
そ
う
で
す
ね
。
仲
間
が

増
え
る
こ
と
願
っ
て
い
ま

す
。
編
集
〕

犬
を
飼
い
始
め
ま
し
た
。

今
ト
レ
ー
ナ
ー
さ
ん
も
つ
い

て
躾
け
を
し
っ
か
り
教
え
て

い
ま
す
。
日
々
の
成
長
が
楽

し
み
で
す
。
（
南
事
業
所

寺
井
香
）
〔
新
し
い
家
族
が

増
え
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
我

が
家
に
も
ワ
ン
コ
が
い
ま
す

が
、
毎
日
に
ぎ
や
か
で
楽
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
よ
。
編

集
〕昨

年
と
違
い
今
年
の
拡
大

は
、
思
い
の
ほ
か
組
織
部
長

が
頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
、

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
勢
い
を
続
け
た
い
で
す
。

（
学
園
分
会

追
田

俊
夫
）

〔
拡
大
運
動
は
、
組
合
運
動

の
中
で
も
最
高
に
楽
し
い

（
？
）運
動
で
す
よ
ね
。
新
た

な
仲
間
が
沢
山
増
え
て
、
ま

す
ま
す
大
き
な
東
京
土
建
を

み
ん
な
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

編
集
〕

3
月
の
保
険
証
交
付
会
や

新
加
入
時
に
配
布
さ
れ
た

「
土
建
国
保
ガ
イ
ド
（
2
0

1
8
年
度
保
存
版
）
」
、
皆

さ
ん
お
使
い
で
す
か
？

「
土
建
国
保
ガ
イ
ド
」は
、

東
京
土
建
国
保
組
合
が
行
っ

て
い
る
制
度
の
内
容
や
手
続

き
方
法
が
わ
か
り
や
す
く
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

「
各
種
届
け
出
に
必
要
な
も

の
は
？
」
「
扶
養
家
族
が
増

え
た
、
減
っ
た
」
「
医
療
費

が
高
額
に
な
っ
た
」
「
健
診

の
受
け
方
」
「
保
険
証
の
受

診
券
で
健
診
が
受
け
ら
れ
る

医
療
機
関
は
？
」
「
土
建
国

保
の
補
助
金
申
請
は
？
」
な

ど
な
ど
、
「
ど
う
す
れ
ば
い

い
ん
だ
っ
け
」
に
す
ぐ
に
役

立
ち
ま
す
。

支
部
へ
の
問
合
せ
の
中

で
、
「
『
国
保
ガ
イ
ド
』
？

も
ら
っ
た
は
ず
だ
け
ど
、
ど

こ
に
置
い
た
か
わ
か
ら
な
い

…
」
と
い
う
方
が
み
ら
れ
ま

す
。
「
土
建
国

保
ガ
イ
ド
」
は

ご
家
庭
の
電
話

機
の
そ
ば
に
置

い
て
お
く
な
ど

目
に
つ
く
所
に

置
い
て
い
た
だ

き
、
す
ぐ
参
照

で
き
る
よ
う
に

し
て
み
ま
し
ょ

う
。

塗
装
工
（
1
人
）

社
員
・
常
用

㈱
光
が
丘
美
装
（
旭
町
光
が

丘
分
会
）

練
馬
区
土
支
田
1
―
31
―
11

―
1
0
5

☎
0
9
0
―
3
5
2
6
―
2

9
7
9

清
掃
（
2
〜
3
人
）

社
員
・
常
用
・
見
習

㈲
Ｋ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
（
南
田
中

分
会
）

練
馬
区
南
田
中
5
―
16
―
19

―
1
0
1

☎
03
―
3
9
9
6
―
7
7
8

0菅
工
事
（
空
調
・
ダ
ク
ト
）

（
2
〜
3
人
）

常
用
・
請
負
・
手
間
請

㈱
サ
ー
マ
ル
（
関
町
分
会
）

練
馬
区
関
町
東
1
―
27
―
4

☎
03
―
3
9
2
9
―
7
8
1

1電
工
（
5
人
以
上
）

社
員
・
常
用

㈱
住
田
電
設
（
豊
玉
分
会
）

練
馬
区
豊
玉
上
2
―
11
―
3

―
2
0
1

☎
0
9
0
―
9
1
3
8
―
3

6
3
8

通
信
工
事
（
3
人
以
上
）

社
員
・
見
習

㈱
Ｋ
О
Ｃ
（
南
田
中
分
会
）

練
馬
区
貫
井
2
―
21
―
2

☎
0
9
0
―
7
6
3
8
―
2

3
8
5

塗
装
工
（
5
人
以
上
）

社
員
・
常
用
・
手
間
請
・
見

習㈲
ア
マ
ノ
建
装
（
旭
町
光
が

丘
分
会
）

練
馬
区
旭
町
1
―
18
―
2

☎
03
―
3
9
7
6
―
3
6
6

0造
園
工
（
1
人
）

社
員

宮
幸
造
園
（
高
松
分
会
）

練
馬
区
高
松
4
―
12
―
12

☎
0
9
0
―
4
3
7
2
―
4

1
4
9

鳶
（
3
人
以
上
）

社
員

㈱
工
藤
工
業（
石
神
井
分
会
）

練
馬
区
高
野
台
2
―
27
―
20

―
1
1
0
3

☎
0
8
0
―
4
6
8
9
―
8

2
6
7

造
園
工
（
1
人
）

社
員
・
見
習

㈲
城
北
造
園
（
春
日
分
会
）

練
馬
区
向
山
2
―
8
―
7

☎
0
9
0
―
2
7
9
5
―
4

3
9
1

塗
装
工
（
3
人
）

社
員
・
短
期
雇
用

建
装
社
（
大
泉
東
分
会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
5
―
2

―
18
―
7
0
1

☎
0
9
0
―
2
1
5
4
―
3

8
1
2

電
工
（
2
人
）

社
員

ハ
マ
テ
ッ
ク
（
南
事
業
所
分

会
）

北
区
赤
羽
3
―
10
―
12

☎
03
―
3
5
9
8
―
0
3
3

0塗
装
工
（
2
〜
3
人
）

社
員
・
見
習

又
春
㈱
（
西
大
泉
分
会
）

練
馬
区
西
大
泉
3
―
23
―
9

☎
0
9
0
―
5
5
1
1
―
0

8
3
0

電
工
（
2
人
）

社
員

和
光
電
気
設
備
㈱
（
桜
台
分

会
）

練
馬
区
桜
台
5
―
6
―
5

☎
03
―
3
9
4
8
―
3
4
8

8と
び
（
1
人
）

社
員

一
樹
工
業
（
貫
井
分
会
）

練
馬
区
大
貫
井
4
―
13
―
24

―
1
0
2

☎
0
9
0
―
7
8
2
0
―
1

6
9
9

【
問
題
】
Ａ
〜
Ｆ
を
並
べ
て
で
き
る

言
葉
は
？

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
開
催
国

2

水
晶
。
英
語
で
は
？

3

傘
の
出
番
が
多
い
季
節

4

幼
児
向
け
の
本

5

鍵
。
…
…
ホ
ル
ダ
ー

6

物
事
が
す
ら
す
ら
と
…
…
に
運

ぶ

9

人
や
馬
が
荷
物
を
運
ぶ
車

11

日
本
…
…
。
瀬
戸
内
…
…

14

金
品
が
盗
ま
れ
ま
し
た

15

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
日
本
語
で
言
う

と
？

16

ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
な
ど

18

家
の
境
目
に
作
り
ま
す

19

宴
会
終
了
。
お
…
…
で
す

21

シ
ナ
チ
ク
と
も
言
い
ま
す

23

真
珠
の
…
…
飾
り

24

小
さ
い
火
事

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

水
無
月
の
こ
と
で
す

4

薬
や
食
品
の
濃
縮
液

7

頭
隠
し
て
…
…
隠
さ
ず

8

お
そ
ろ
い
の
運
動
服

10

聖
徳
太
子
が
法
隆
寺
を
建
立
し

た
の
は
…
…
時
代

12

大
勢
。
…
…
集
心
理

13

ボ
ク
サ
ー
が
選
手
権
を
か
け
た

…
…
マ
ッ
チ

15

柱
の
…
…
。
玉
に
…
…

16

…
…
ま
ね
。
…
…
知
恵

17

駅
・
駒
・
駐
の
漢
字
に
共
通
す

る
偏
は
？

19

ひ
よ
っ
子
の
こ
と
で
す

20

…
…
っ
子
。
弱
い
者
…
…

22

佐
藤
錦
と
か
紅
秀
峰
は
？

25

船
の
大
き
さ
を
表
す
単
位

26

眠
っ
て
い
る
と
き
の
雑
音

27

火
事
な
ど
見
に
集
ま
る
人

先
月
の
答
え

「
シ
ュ
ン
プ
ウ
（
春
風
）
」

抽
選
で
5
名
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
致
し
ま
す
。

宛
先
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土
建
練
馬
支
部

「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係
り

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由

に
お
書
き
下
さ
い
。

締
め
切
り

6
月
15
日

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

3
月
号
の
当
選
者

南
事
業
所
分
会

成
田

歩
さ
ん

関
町
分
会

小
出

誠
さ
ん

高
松
分
会

酒
井

緑
さ
ん

早
宮
分
会

天
野

邦
子
さ
ん

石
神
井
台
分
会

吉
田

敏
夫
さ
ん

4
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者

豊
玉
分
会

大
渕

一
夫
さ
ん

上
石
神
井
分
会

岡
上

照
夫
さ
ん

南
事
業
所
分
会

寺
井

香
さ
ん

学
園
分
会

追
田

俊
夫
さ
ん

春
日
分
会

小
玉

祥
子
さ
ん

「
土
建
国
保
ガ
イ
ド
」役
立
つ

情
報
、詰
ま
っ
て
ま
す
！

「
土
建
国
保
ガ
イ
ド
」役
立
つ

情
報
、詰
ま
っ
て
ま
す
！

お
問
い
合
わ
せ
＆
申
し
込
み
は

東
京
土
建
練
馬
支
部

求
人
・
求
職
係
ま
で

０
３（
３
８
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５
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